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※もも極晩生種（ゴールデンピーチ、西王母、等）特別防除 
※有袋栽培で除袋が間近な場合は、除袋後に散布する。 
※農薬散布時の注意事項 
①隣接園・今後収穫期を迎える作物に飛散しないよう十分注意する。 

②散布後は、タンク内や散布器具の洗浄を十分に行い、薬液が残らないよう注意する。 
 

も も       

 

●今後、収穫を迎える品種で灰星病の発生が見られる場合は、殺菌剤の特別散布を実施して下さい。 

も 

も 

薬剤の系統 薬剤名 使用濃度 適正使用基準 使用上の注意事項 

エルゴステロール 

生合成阻害剤（ＤＭＩ） 

スコア顆粒水和剤 

オーシャインフロアブル 

オンリーワンフロアブル 

２０００倍 

２０００倍 

２０００倍 

収穫前日まで (３回) 

収穫前日まで (３回) 

収穫前日まで（３回） 

１．ベルクートは、バラ･メロンに薬

害を生じるのでかからないように

する。 

２．ダコニール 1000 は、除袋直後に

散布すると薬害が発生する場合が

あるので注意する。 
そ の 他 

ベルクートフロアブル 

ダコニール１０００ 

２０００倍 

１０００倍 

収穫前日まで（３回） 

収穫前日まで（６回） 

ネ
ク
タ
リ
ン 

エルゴステロール 

生合成阻害剤(ＤＭＩ) 

スコア顆粒水和剤 

オーシャインフロアブル 

オンリーワンフロアブル 

２０００倍 

２０００倍 

２０００倍 

収穫前日まで(２回) 

収穫前日まで(３回) 

収穫前日まで(３回) 

 

1．ダコニール 1000は、除袋直後に散

布すると薬害が発生する場合があ

るので注意する。 

そ  の  他 ダコニール１０００ １０００倍 収穫前日まで(２回) 

「晩生種～極晩生種」収穫開始予想 

直前の気象条件により前後しますが、下表を参考に、果実の状況を見て収穫適期を判断して下さい。 

川中島白桃・黄金桃の経過を見ると、8月上中旬の気象によりやや果肉先行の果実が散見されます。そのため、晩生

種以降の品種の収穫は、昨年・平年並み～1・2日程遅く設定しております。 

＊収穫前に必ず食味・糖度チェックをし収穫を進めて下さい。 

品 種 南部地区 平岡地区 

幸茜 ９／３ ９／５ 

さくら白桃 ９／８ ９／１０ 

黄貴妃（無着色） ９／３ ９／５ 

選抜白根白桃(岩戸系) ９／８ ９／１０ 

在来系白根白桃 ９／１１ ９／１３ 

ゴールデンピーチ ９／１５ ９／１８ 

秀峰（ネクタリン） ９／４ ９／７ 
 

 

 

 

  

散布時期  9月上旬～中旬  散布日目安：９月５日 ～ １４日 

散布薬剤      水  １００㍑当り 

     展着剤（ハイテンパワー）  １０ｍℓ  

     オンリーワンフロアブル   ５０ｍℓ  （収穫前日まで、３回以内） 

散布量    １０ｱｰﾙ当り  ５００㍑ 

混用順    水 ⇒ 展着剤 ⇒ オンリーワン F 

対象病害虫  灰星病、黒星病、ホモプシス腐敗病 

注意事項 

※オンリーワンフロアブルに代えて、オーシャインフロアブルの 2,000 倍（前日、3 回）でもよい。 

※シンクイムシ類・アザミウマ類対策：○劇 イカズチＷＤＧの 1,500 倍（前日、5 回）を加用する。 

2022．9.1  

ＪＡ中野市営農センター 

ＪＡ中野市りんご･もも部会 

 特別散布 

散布日  月  日 

散布量       ㍑ 

次面には、秋期講習会について記載しています。 



 

 

令和 4年９月 1日 

部会員 各位 

ＪＡ中野市りんご・もも部会 

ＪＡ中野市園芸課 

 
もも・ネクタリン 秋季講習会の開催について 

 

毎日のお仕事お疲れ様です。 

標記の件につきまして、下記により講習会を開催しますので、皆様の出席をお願いします。 

 新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、出席の際はマスク着用をお願いいたします。 

 

記 

 

１．期日・場所 

期 日 時 間 集 合 場 所 

９月８日(木) 
（新規栽培者、 

若手、女性生産者） 
１１：００ 

南部共選所 

９月８日(木) 
（一般） 

１４：００ 

※現地講習を行います。平岡・高社地区の皆様もご参加ください。 

２．内 容  ①秋季せん定について 

       ②秋季防除について（せん孔細菌病対策） 

 ３．その他   ご不明な点は、園芸課へお問合せください。 
 

 

 

 

 

 

 

 
以上 

 
 

【連絡先・問合先】 

ＪＡ中野市 営農センター  

営農部 園芸課 

ＴＥＬ：0269－23－3933 

本年の「せん孔細菌病」発生は中野市全体では、少発生。次

年度の越冬菌は、９月以降の風雨を伴って感染します。菌密

度の抑制のために、秋季ボルドー散布を徹底してください。

（詳細は、もも・ネクタリン特報 No.12 参照） 

 


